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も頻繁に遭遇する有害事象である。低ナトリウム血症は血清ナトリウム値が 136 mmol/L 以下と
定義され、体内の水分量とナトリウム量の相対的な比率に反映される。海外の規定では 120-130 




















がんが多く、内訳として白血病が 17.9%と多く、次にリンパ腫 9.4%、骨髄腫 9%であった。固形
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